
 

 

 

2022年度 学校関係者評価報告書 

 

評価対象期間              自2022年４月 １日 

至2023年３月３１日 

 

評価基準日               2023年４月１日 

学校関係者評価委員会      2023年５月23日 

 

 

学校法人栗岡学園 

四条畷看護専門学校 

 

 

 

 

 



 

《 学校関係者評価 評価委員 》 

（敬称略：順不同） 

 

 委員長   米澤 泰司 

委  員   大原 敏敬 

委  員   宮野 博 

委  員   前原 園代 

委  員   川原 勲 

委  員   酒井 真紀 

委  員   谷川 優香 

 

 

 

 

《 評価項目の達成および取組状況 》 

１ 教育 

２ 施設・設備 

３ 学生サービス 

４ 教育面などでの特筆すべき取組 

 

 

 

《 自己評価回答責任者》 

 副校長  岸 さゆり 

教務主任 森本 美佐 

 

 

 

 

 



1 

 

 教育分野 看護 

１ 教  育 
項 目 どのような現状ですか 良好な点あるいは問題点 ５段階の自己評価 今後の向上・改善策 委員からの指摘事項 

１．カリキュラ

ムは貴校の

教育目標を

どのように

反映してい

ますか 

・看護に必要な知識・技術・態度

を修得し社会に貢献できる看

護師の育成に努めている。 

 

 

・准看教育からスムーズに移

行できるように、基礎教育

から段階的なカリキュラム

になっている。 

・教育目標、育成したい学生

像に関して教務会で話し合

い、共通認識を持ち教育に

当たっている。 

・新カリキュラムでは、思考

過程がスムーズになるよう

カリキュラム進度を調整し

た。 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

    

・令和 5 年度新カリキュ

ラム改正について、大

阪府知事より承認を得

ることができた。令和 5

年度からは地域・在宅

看護論をはじめ授業内

容の充実及び進度の調

整を図っていく。 

 

Q:他の看護学校との違い、特徴

は何か。 

A: 本校は、准看護師が看護師を

目指す進学コースの学校である。 

更に、進学コースのなかでも全日

制の２年課程の学校で、２年で看

護師国家試験受験資格が得られ

ることが特徴である。 

２．カリキュラ

ムに卒後の

職場のニー

ズをどのよ

うに反映し

ていますか 

・実習先の病院指導者や卒業生か

ら職場のニーズを得て、カリキ

ュラムに加えるようにしてい

る。 

・実習施設からも講義に来ていた

だき現場を意識した授業内容

になっている。 

 

・卒業時の学生アンケートで

は概ね教育内容に満足して

いたが、現場で使う看護技

術(診療の補助)習得に不安

もあったため、職場のニー

ズを把握し技術演習・実習

前演習を実施しているが、

若干最新の器材が不足して

いる。 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

   

・就職先に卒業生の勤務

状況のアンケートやイ

ンタビュー、交流会等

を計画する。 

・卒前教育を計画的に組

み入れる。 

・専門職に必要な社会人

基礎力育成に向けた取

り組みを行っていく。 

・計画的に技術練習/演習

の機材を購入できるよ

う検討する。 

Q:関連病院から非常勤講師を派

遣しているが、ミスマッチは起こ

ってないか？ 

A: 病院・施設の看護師やドクタ

ーに授業をして頂くことで、現場

のことがよくわかって面白かっ

たという反応が多い。 

特に現場の話をしていただける

と学生たちは、非常に新たな発見

があったとか学習が深まったと

か関心が高まる。 

３．授業科目の

学年進行や

時間配分は

適切ですか 

・指定規則を基本として配分でき

ている。 

 

・一科目を複数の教員が担当

することにより、学習の順

序性や学習効果を考えた配

分を心がけているが、やや

過密になっている。 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

    

・授業内容を精選し、時間

割を作成する。 

・外部講師と調整し授業

時期や終講試験日の調

整を実施。 

 



2 

 

項 目 どのような現状ですか 良好な点あるいは問題点 ５段階の自己評価 今後の向上・改善策 委員からの指摘事項 

 ・自己学習の支援方法を

検討する。 

 

４．シラバス

（授業要項）

を作成して

いますか（内

容は適切で

すか） 

・教育計画に沿って、シラバスを

作成している。 

・どのような学習をするのかイメ

ージできるようになっている。 

 

 

 

・シラバス、実習要項等を通

して学生・教員に周知して

いる。 

・新カリキュラムに向けたシ

ラバスが完成した。 

・学内だけでなく外部教員の

シラバスや講義録も電子化

し、共有可能になった。 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

    

・令和 5 年度新カリキュ

ラムのシラバスは完成

した。今後は更に「コミ

ュニケーション能力」

「臨床判断スキル」「地

域・在宅」等が強化でき

る授業内容を精選して

いく。 

 

 

Ｑ:ボランティア活動とは具体的

にどういうものか？ 

A:今は、地域の清掃活動に参加す

ることだが、今後は授業の一環と

して、もっといろいろなことに参

加していくことを考えている。 

５．カリキュラ

ムの見直し

体制はどの

ようにして

いますか 

・年度末に加え適宜会議にかけ見

直しを行っている。 

・新カリキュラム申請(2023年)に

向けて月２回会議を開催し見

直しを行った。 

 

・授業終了時及び卒業時の学

生アンケートを反映させて

いる。 

・昨年のコロナ禍の影響を踏

まえ、授業・実習内容を見直

すことができた。 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

     

・学科領域が横断的に連

携できるよう検討す

る。 

・令和 5 年度は旧・新カリ

キュラムが混在する年

となるため、継続的な

カリキュラム会議を開

催していく。 

 

 

Q:カリキュラム改正はどうよう

にして行うのか？ 

A:厚生労働省からの指示のもと

一斉に改正する。 

３年課程は昨年度より、２年課程

は、今年度よりスタートとなっ

た。 

６．テキストや

教材をどのよ

うな基準で採

用しています

か 

・テキストは、科目目標や国家試

験出題基準を参考に、教務会議

で検討し採用している。 

・ＩＣＴ教育を見据え電子書

籍を採用したため、書き込

みや検索がしやすく学習し

やすい環境となった。 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

   

・臨床現場のイメージ化

が図れる電子書籍の選

定を行う。 

・ＩＣＴ教育のための環

境整備を充実させる。 
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項 目 どのような現状ですか 良好な点あるいは問題点 ５段階の自己評価 今後の向上・改善策 委員からの指摘事項 

７．目標とする

教育効果を

踏まえて適

切に成績評

価を行って

いますか 

・科目の目的・目標に沿って評価

している。 

・成績評価方法は学生便覧及びシ

ラバスに明記している 

 

・成績評価は、科目担当が基

準に則り公平に評価してい

る。 

・成績評価の見直しをその都

度行っている。 

・成績評価にかかわる問題が

生じた場合や成績不良者の

情報共有は、教務会議で検

討し学生/保護者へ説明し

ている。 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

     

・特に実習評価は差異が

生じない様に可視化で

きる評価表を検討す

る。 

・教育効果を明確化する

ため、今後はルーブリ

ック評価を検討してい

く。 

・ルーブリック評価について 

評価表作成や管理等に課題（扱い

が難しい）点は留意が必要。 

８．学生の理解

度に応じて

授業を柔軟

に進めてい

ますか 

・学生の理解度に応じ、授業形態

は、講義・演習・実技・実習を

組み入れている。学習方法は、

アクティブラーニング・ＰＢ

Ｌ・ディスカッション・プレゼ

ンテーション等を実施し主体

性を尊重した参加型の授業を

実施している。 

・レポート課題などで学習の理解

度を把握している。 

・学生の質問の機会を作るなど

学生が積極的に授業に参加

できるようにしている。 

・国家試験対策では特別講義

とチューター制を取り入れて

いる。 

・コロナ禍ではオンライン授業も

多かったが、昨年の経験を活

かし個別に対応できている。 

 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

     

・授業研究への取り組み

を検討する。 

・１年次からチューター

制を導入する。 

・定期的なアンケートや

確認テストを行ってい

く。 

・チューター制の取り組みは、卒

業生からとても良かったという

声を聞いている。 

先生たちの熱心なサポートで自

信に繋がった、国家試験まで乗り

切れたとあった。これらが、国家

試験の合格率 100%へ繋がって

いると評価する。 

９．学生の学力

不足を補う

ための教育

をとくに実

施していま

すか 

・長期休暇時には学習課題を確認

し学力不足の学生には面談を

行っている。 

・学力不足の学生にはランチョン

セミナー等を開催している。 

 

 

・1 年次は学習対策委員を中

心に主体的学習の実施、2年

次はチューター制を活用し

国家試験対策を個別指導し

ている。 

・成績不良者に対し担任・教

務主任を中心に面談を実施

し学習方法の指導を行い成

績アップにつなげている。 

 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

 

・入学直後から学力不足

の学生に対し、学習方

法の指導を徹底してい

く。 

・教員同士で情報共有を

行い、教員全員が連携

しながらのサポート体

制を継続する。 

 

 

Q:ランチョンセミナーとはどう

いうものか？ 

Ａ：放課後も忙しい学生のために

お昼休みに学生は黙食をしなが

ら耳だけ傾けてもらう補習補講

を主としたセミナーを行なって

いる。 

 

Q:入学前から何かしらの対策は

必要かと思われる。 
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項 目 どのような現状ですか 良好な点あるいは問題点 ５段階の自己評価 今後の向上・改善策 委員からの指摘事項 

A:入学前課題を提示し、入学後

「基礎学力テスト」を行い、レデ

ィネスを把握している。 

10．マナー（喫

煙指導など

を含む）や

しつけの教

育や指導を

行っていま

すか 

・専門職業人としてふさわしい品

性を備えられるよう随時指導

している。 

・学生の自尊心の尊重を基本理念

としている。 

・校内禁煙 

・便覧に則りながら教務会議

で協議し共通認識をもち随

時指導している。 

・なぜ必要なのかとわかるよ

う説明している。 

・年齢層が幅広いため、学生

を尊重しながら指導を行っ

ている。 

・特に実習中には患者との関

係を通して指導することで

身についている。 

 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

   

・教職員全員で意思統一

を図り、指導を行って

いく。 

 

Q:学生の喫煙率はどの位か？ 

A:校内は禁煙にしているため、校

内喫煙率は 0％である。 

校内で吸殻を見かけることもな

く、登校から下校まで喫煙しなく

ても支障がない・自己コントロー

ルが出来ている学生が多い。 

 

11．教育技術

（教育方法） 

の研修・研究

を実施して

いますか 

・教育の質向上の目的で、個々の

教員のニーズに合わせた研修

や講習会が 2 回/年参加可能で

ある。 

・伝達講習を義務化している。 

 

・クラス担任も研修会に参加

できるよう業務調整を行っ

ている。 

・コロナ禍ではあったが、オ

ンラインの研修会には昨年

より参加する機会が増加し

た。 

・研究授業の調整が難しい。 

 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

     

・今後も教員全員が年 2

回以上の研修・研究会

に参加する 

・研修参加が可能となる

よう業務調整を継続し

ていく。 

・外部講師の授業や他校

の授業なども見学でき

る機会を設ける。 

 

・授業見学等、教員のスキルアッ

プにつながるため継続していけ

るとよい。 

12．学生による

授業評価を

実施し教育

改善に反映

しています

か 

・科目終了後に授業アンケートを

実施している。集計後は教員に

フィードバックし、改善に繋げ

ている。 

 

・授業アンケートを実施しす

ることで、教員の課題が明

確になり、授業改善に反映

できている。 

 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

      

・授業アンケートは継続

するが、調査の時期を

検討する。 
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２ 施設・設備 
項 目 どのような現状ですか 良好な点あるいは問題点 ５段階の自己評価 今後の向上・改善策 委員からの指摘事項 

１．教室の数や

広さ、附帯設

備は適切で

すか 

・指定規則に準じ人数に見合っ

た、教室や付帯設備である。 

 

・ＡＶ機器、エアコン等は、

徐々に最新のものを設置し

ている。 

・グループワークや面談に使

用できる場所が少ない。 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

   

・校舎、付帯設備に問題が生

じた場合は、即時対応し

良好な学習環境を確保す

る。 

 

 

２．図書室を設

け蔵書を適

切に揃えて

いますか（有

効に活用さ

れています

か） 

・指定規則に準じた蔵書・教材

を購入している。 

・司書が毎日開室し定期的に蔵

書点検を行っている。 

・書籍の整理はできており、

検索システムがある。 

・学生が実習や看護研究を行

っていくうえでの貸出可能

な文献が十分でなく年数も

経過している。 

 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

   

・最新の図書を継続的に増

やす。 

・学生のニーズに合わせた

開室、使用方法を検討す

る。 

 

 

Q:医書 jp 等の検索用ツールを採

用しているか？ 

A:採用していない。 

代用として、全国の公共図書館や

大学図書館と相互協力をして文

献を入手することを可能にする

システムにしている。 

３．実習・実験

室の数や広

さ、附帯設備

は適切です

か 

・指定規則に準じている。 

・学生の人数に十分応対できる

実習室の広さや個数は確保さ

れている。 

 

 

 

・モデル人形を購入･レンタ

ルすることで、学内実習や

卒業前技術演習に取り組む

ことができた。 

・備品の取扱いを通し物品の

手入れや大切に扱うことが

学べている。 

 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

   

・新カリキュラムに向け演

習用物品を計画的に購入

できるよう検討する。 

・定期点検とともに、授業終

了後はその都度点検を行

う。 

・破損・汚染時は迅速に対応

する。 

 

４．最新機能を

備えた視聴

覚機器や情

報機器は足

りています

か（有効に活

用していま

すか） 

・リモート学習ができるよう 

Wi-Fi 環境の整備やパソコン

を購入した。 

 

・Wi-Fi 環境を整えたが、パソ

コンの台数が不足してい

る。 

・視聴覚機器，ＰＣソフトが

古いが随時購入している。 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

     

・学生が使用できるＰＣの

設置ソフトの更新などセ

キュリティ対策を行う。 

・卒業前演習でも臨地に対

応できるような備品の充

実が必要。 

・機器が支障をきたした場

合は迅速に改修する。 

・学生が不自由なくＰＣを使用

できるよう台数の確保は必要。 
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項 目 どのような現状ですか 良好な点あるいは問題点 ５段階の自己評価 今後の向上・改善策 委員からの指摘事項 

５．ニーズに応

じた学生寮

を保有して

いますか（有

効に活用さ

れています

か） 

 

・徒歩圏内に寮母が在住する女

子寮(個室)を保有している。 

・寮母と学校との連絡は図れて

いる。 

・築 2 年の綺麗な施設で、学

習環境に恵まれている。 

・Wi－Fi 環境が整っている。 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

    

・学生のニーズに合わせて

有効に活用していく。 

 

 

６．体育館や運

動場などを

保有してい

ますか（有効

に活用され

ていますか） 

・関連施設の体育館を使用して

いる。 

・式典・サークル活動や地域住

民にも開放している。 

・コロナ禍で、感染防止の観

点から授業以外での体育館

使用は中止している。 

 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

 

 

   

・授業後は感染管理を含め

た管理を徹底指導する。 

 

 

 

 

３ 学生サービス 
項 目 どのような現状ですか 良好な点あるいは問題点 ５段階の自己評価 今後の向上・改善策 委員からの指摘事項 

１．クラス担任

制をとり修

学に問題の

ある学生に

対して適切

な対応を行

っています

か 

・クラス担任を中心として役

割別担当も機能させなが

ら、学生に対応している。 

 

・教務会議で学生の状況報告

を行い、教員全体で学生支

援にあたっている。 

・学生の抱える問題も多様化

し担任に負担が偏ってい

る。 

 

 

 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

   

・担任に負担が偏らないよ

う、業務整理を行っていく。 

・必要に応じて支援体制を整

えていく。 

・人員にゆとりがあれば、担任、

副担任と業務分担し、教員１人の

負担軽減を図れると理想的であ

る。 
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項 目 どのような現状ですか 良好な点あるいは問題点 ５段階の自己評価 今後の向上・改善策 委員からの指摘事項 

２．学生に対し

てカウンセ

リング（心理

相談）を行っ

ていますか 

・専門家が定期的に来校し、

希望する学生にカウンセリ

ングを行っている。 

・教員とカウンセラーが連携

を取りながらフォローして

いる。 

 

・個室で実施しプライバシー

は遵守されている 

・教員は、傾聴、受容、共感的

な対応で支援している。 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

   

 

・専門家との連携の強化を図

る。 

・教員に対する心理相談の教

育プログラムを検討する。 

・心理相談が受けやすい環境

を調整する。 

Q:年齢・経験が違う学生がいる

中でクラスのモチベーションを

どのように維持しているか？ 

A:適時な担任の介入と年齢差を

生かした取り組み等による。 

３.教室以外に

休憩スペース

が適当に置か

れていますか 

・２階にロビー、３階に更衣

室/多目的室があり、語り合

いや休憩場所として活用し

ている。 

 

・多目的室、カンファレンス

室を設けたことで、自由に

自己学習ができるようにな

った。 

・ロビーや更衣室に休憩スペ

ースがあるが空調設備がな

い。 

 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

    

 

・ロビー/更衣室の良好な環

境整備を進める。 

 

４．食事場所や

売店などの

スペースが

設けられて

いますか 

・売店はないが、学校が選定

した弁当業者を学生は活用

している。 

 

・弁当業者の利用者数は多

い。 

・教室以外に多目的室も使用

し食事スペースを確保し

た。 

・食事中は衝立としてアクリ

ル板を使用し会話による飛

散を防いだ。 

 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

    

 

・食事時の換気の徹底を行

う。 

・コロナ感染症法上の位置づ

けの変更に伴い適切な環境

について検討していく。 

・清掃を徹底する。 

 

 

５．学校独自に

奨学金や特

待生制度を

行っていま

すか 

・関連医療施設に奨学金制度

があり、就職も可能である。 

・学校見学会や入学時に奨学

金制度について説明を行っ

ている。 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分 

    

 

・学校見学会などで、奨学金

制度の説明を継続する。 

・特待生制度の検討が必要で

ある。 
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項 目 どのような現状ですか 良好な点あるいは問題点 ５段階の自己評価 今後の向上・改善策 委員からの指摘事項 

６.その他 スクールバスの運行を行って

いる。 

・スクールバス乗車を希望し

ている学生は、ほぼ乗車で

きているが、乗車できない

時期が若干ある。 

５ ４ ３ ２ １ 

十   ふ   不 

  ← つ → 十 

分   う   分     

スクールバスの運行の続行。 

早朝乗車の学生の対応を充実

させる。 

 

 

 

 

４ 教育面などでの特筆すべき取り組み（自由記入） 

 

※学内においてこれまで記入したこと以外に、教育、施設・設備、学生サービス面での特筆すべき取り組み 

 ・国家試験対策のチューター制に加えさらなる強化を図るために、直前には担任以外にも担当者を置き指導にあたった。看護師国家試験合格率は 100％であった。 

 ・関連校との協力体制を図り多職種連携を意識した学生教育の充実を図っている。 

 ・今年度は地域のボランティア活動及び学校運営協議会へ出席し、地域との交流・連携を深めることができた。今後も交流や連携を図り、更なる関係性構築に努

力したい。 

・新カリキュラムの意図を背景に 1 年次より地域を見据えた実習を組み、看護の視点が広くなるよう計画している。 

 ・授業は対面及びオンラインのハイブリッド方法を導入し充実を図っていく。 

 ・令和 4 年よりモバイルデバイスを管理し、学習環境の調整を図っていく。 

・平成 31 年 4 月より厚生労働大臣が指定する「専門実践教育訓練給付制度指定講座」に認定された。また令和２年 4 月には、高等教育の修学支援新制度の対象機

関となった。学生の経済支援サービスのため、今後も認可が継続できるよう学校を上げ学習支援に取り組んでいく。 

委員からの指摘事項 

 Q：学校の規模を知りたい。 

 A：学生定員４０名（１年 38 名、卒業生；２年生 39 名）、副校長１名・専任教員７名・非常勤講師約５０名、事務 3 名（寮母含む）である。【2023.3.31 現在】 

 Q：准看護師と看護師の違いは何か？ 

 A：准看護師は、認定看護師の資格を得られない、研修の機会も少ない。看護業務においては、医師・歯科医師、又は看護師の指示を受けてケアを行う、給料への反映がある、就職

口が減少傾向にある等々看護師よりも制限がある。 

そのため、准看護師として働き始め質の高い看護をめざしたとき、看護師になりたいという思いが強くなったと受験志望を語る受験生が多い。 

Q：関連施設へ就職人数が増えれば、もっとフィードバックもできるし、ウィンウィンな感じで特徴を出せるようになると思う。 

A：関連施設へもっと就職してもらえれば病院の看護の質も上がるとは思うので、今後も努力したい。 


